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1.はじめに

近年，障書児教育の場で， 古楽療法の導入が試みられ，その事例も報(止されるようになって

きている Q 臨床s楽療法協会 (2000{fより fl本官楽療法宇会)に所属する汗楽療法実践家に対

するアンケート説l告がi呆によると，日ー来療法の対象は|笥古y~ . 1fが最も多く，全体の 45.3%で

あった。さらに，その実施施設を見ると，臼助グループが25.6%，通園施設21.6%と続き，

学校現場(養護学校)は 5.6%という割合になっている(村 )1:2001) 0 i¥'楽療法の実施領域の

1っとして， 1箪詐児教育の場が挙げられているが，実際の教育現場での実施はJI:常に少ないも

のとなっている。音楽療法上の資格が確なしている欧米においても，「iE71楽療法を必要とする

fどもたちは，教育の場に多く存在し，学校現場での斤楽療法の導入が望まれる。JCRobertson， 
2000) といった実態が見られ， Iri1様に教育現場での実施はそれほとずρ品、制fTではないことがう
かがえる。

教育現場の実施が低い割合となっている要|刈の 1っとして，カリキュラム 1'.のどこで実施す

るのか，教師が行うのか，音楽療法l:が行うのかといった， 1咋;tf児教育における斤来療法の位

W(づけの問題が挙げられる。 駐在の学校現場における {ti'~療法与は， i:.として，各教科「音楽J
の段業，あるいは II'j¥'(j，可動」の指導に行われている(L!JIf' 1998， )蕗1);(2002) 0 (';楽科のJ受業

がt'i-楽療法となりうるかどうかについては，議論が分かれ，実際に実施している教gJ/iあるいは

山梨療法 1:も，それぞれの領域が明確になっていないのが現'丈である。 if楽療法と青楽教育に
ついては， -tj"W.2活動を行うこと，それによって fどもの点現を引きIHすことが共通点としてや
げられる。そのため， I (f楽教育と iT楽療法は補完しあうものJ(Bunt， 1996)となるのである。
しかし BoxhilI(1985) は，1ft:いに近なり合う由はあるが， 1I標の作質にその追いがある o
n-.楽教育の11標は，音楽技能の背伴であり， if楽療itのI1標は， it楽の諸十五式を通して'/:.i，日支
能を獲得することである。jと，それぞれのfl椋の追いについて述べている。|司様に Bruscia

(1998) も， r n-.楽教育においては， iT楽"j主将が究械のII的であり f"'j-:応対行よーにおける日標はま
ず健肢に関するものjとし， ('j楽療法とt'i会楽教育の!I燃の違いを町j{isiにすることが必要とされ

てL、る。

学校教育のI必でiT楽活動が行われている I('j令~利」と II'jii. ì吊動」の!I棋について比較をす

ると，確かに， (!Î.;~教育において i子楽療法的に活動を展開することも nj'能で、あるが (iÎ.~来会干'1-の

・次的な!I標は，あくまでも I('j昔!:についての興味や関心をもち，その美しさや来しさを1(本わ

う」ことであり， tf楽活動そのものに11標が置かれている。 ')j，11'1 ¥1.活動jにおいては，
「心身の調干11的発注jが!I標に前かれ，療法的なl付符をもつものとなっている。そこで，本杭

では， n.聾学校及び養I進学校学背指導要領の It'Jti.活動」のI1燃・内容と汗楽療法の11撚・
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内符を関連させることによって，隙芹児教ft，中でも知的障宮児教育に音楽療法が導入できる

J1j"能性について検Aを行っていく。

2. r自立活動jの目標司内容と音楽療法
アメリカ合衆IJi]では， 1975年に「アメリカ全|箪古児教育法Jが制定された。そのIjlでは，判
別なニーズのある fどもたちのための公教育が specialeducationとrelatedservicesから成る

ものと規定され，教育以外の医療，心JII[療法などの専門的なサービスの 1つとして日楽療法も

位置づけられることがJ1j"能となった。 ゾ'j，我が同では， 2003 'rf 3月に丈部科学省の「特日リJL

援教育のTI:り}jlこ関する調査Ihb}J者会議」から「今後の特別支援教育のTI:り}jについてjの最

終報(ltが/111され，防;t?児教育の今後の五lilJ性がぶされた。その基本的な考え}jとして「障7?に

起l人lして作会じる椛々の["，]難の改存・克服するために適切な教育及び指導」の京要件ー，すなわち，

in ¥'，:活動の指導」の重要性について述べられている。そして，質の高い教育的対応を支える

人材として， I作業療法 1:，正W'y:療法土，言語聴覚七等の専門家が指導に参l山iJすることとし，

アメリカ全障害児教育法に規定された relatedservicesに該、与する内容について触れられている。

1m導に参両する専門家jとして，学校現場に音楽療法二1:が関わっていく可能性を見山すことが
できる。

11'1¥/.活動」は， I側々の児童又は生徒が自立を H指し，障古に恭づく種々の岡難を主体的に

改普・克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調布l的発達の基

盤を培う。」ことを1]標とし， I健康の保持JI心理的な安定JI環境の把握JI身体の動きJIコ
ミュニケーション」の内科について指導を行うこととなっているの if楽療法が「音楽のもつ't
JII!的，心照的，社会的働きJfjし、て，心身の障古の1"1復，機能の維持改善，生活の質の向上， '1丁

動の変符などに向けて， il-楽を丘|立|的，計i凶u的に使用することJ(11本苛楽療法学会)と定義
されていることから，次の「自立活動jの指導内容について台楽療法の実施が可能で、あると与

えられる。(需ニリゐは学科指導要領にポされた it'わ川l可動」の内谷にHけられているもの)
健康の保持

(4)健康状態の維持・改善に関すること。

心理的な安定

(1)情緒の安定に関すること。

(2)対人関係の形成のぷ礎に関すること。

(3)状況の変化への適切な対応に関すること。

(4) 隙芹に 1.~づく稀々の困難を改善・克服する車、欲の IÎJjLに関すること。

環境の把持

(1)保千J会する感覚のilfjJIJに関すること。

(3)感覚を総合的に活用した同聞の状況の把振に関すること。

(4)，認知lや行動の子掛かりとなる概念の形成に閲すること。

身体の動き

(1)安勢と運動・動作の基本的技能に関すること。

(2)姿勢保持と運動・動作の補助的子段のj古川lに関すること。

(3) [1常午前に必要な基本動1'1二に関すること。

(4)身体の移動能力に関することの

(5)作業のl山甘な遂1Jに関すること。
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附;iiLU教育における山梨療法導入の[1J 能'1'1，と)~~Mn

コミュニケーション

(1)コミュニケーションの基縫的能}Jに関すること。

(2)言語の交容と表出に関すること。

(3) 日高の形成と活用に関すること。

(4) コミュニケーション子段の選択と活用に関すること c

(5)状況に応じたコミュニケーションに関すること。

また， In立活動」の指導計画の作成と内有の取扱いについては， i1tlil々 の見取えは生徒の防
古の状態や発達段階等の的確な把握に基づき，指導の日襟及び指導内符を別総にし， 1同日IJの指

導百li山iを作成するものとする。」ことが明ぶされている。この個別の指導計IllJiの作成によって，

アセスメント，プログラム，実施，評価といった汗楽療法のプロセスと構造をli'I立活動jの

中に位置づけていくことができると考えられる。

3. I自立活動Jの内容と音楽活動

(1)音楽活動に含まれる課題内容

音楽の治療的機能としては，知的過程を通らずに[l'Hii!'1古動に働きかける， n L!.愛的満足感を
もたらす，発散の体験を提供する，美的!感覚を満j止させるなどが挙げられている(松井 1980)。

これらの機能を布するがゆえに， iT楽活動は，どのようなレベル，あるいは表現の様相にも合
わせていくことがnJ能となり，そのことが，活動にはいるための瓜抗を粍減し， 主体的な去現

を引き出しやすくしていく。 m立i[j動」の指導にあたっては，児童， 'L徒の i二体性，成就!ぷ
を味わうことができる内谷，志欲的な活動を促す方法が重視されていることから {q-楽をj舌月J

することによる効果が期待される。そのためには，1i'I立活動jの内容に対して，只.体的なn-
奈川動の l付存がどのように関わっていくことができるのか，療法的視点から (~I'..:版活動の要素を

見ていく必妥がある。

そこで， Levinら (1975，1977) による i千束i1i重力プログラムに示されたf京法的内符を援:111し，

i n ，'，:活動」の内谷と関連させて見ていくこととする。
Levinらは， iT来療法のプログラム，あるいは特別なニーズのある rどもたちの教育プログ
ラムとして，“Learningτ'hroughMusic" (1975)および“LearningThrough Songs" (1977)を

作成しているο これらのプログラムは，行業が基本的な技能や概念を身につけるための効果的

なメディアとなりうる，という考えの)Jに作成されている。“Learning百1roughMusic"のプ

ログラムは，楽器による活動と歌による活動から成っている。その活動は 42の必本的なActivity

と100以 1-.0)Variationがあり，それぞれのActivityには，知覚 運動発達， it立， zfdfj発達，関

係概念・数概念形成の 5領域に関する達成ぷ題が示されている。また， "Learning Through 

Songs"のプログラムは， 16 の法本的な Activity から成り， dt知 l自j と !~'I古)ÍlÎの íifiJ:成に l主jする I課

題が示されている。I!'J立活動」の内容に対して音楽活動を設定する|際に，これらの課題内科

と照合することにより， iT楽活動で何を達成することができるのかということが明確になると
与えられる。

そこで， Levinのプログラムに設定された課題のlλ]谷iU)と， IIIj瓜に掲げた i1'1何百動」の内

符を対応させ，活動の[j標の明確化を|立lった。(ぷ1および去2)
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ぷ1. “Learning Through Music"課題内行とi'I¥1.出動

1" ¥i:i丹動
世J.t成の -L、F中的 環境の 身体の コミュニ

“Learning Through Music"の課題lλj行 f以J、十 な安定 把握 到Jき ケーション

}JlliLの初1J}j;ミ O 
f，s{t O 
ゼロ O 

数概念
4 -10の数 O 

，¥1'数 1 -3の数 O 
1 ，tJ 1 MJ.i:; O 
機械的に数える 。
1と1以上 O 
1詐11， 2詐11，以後 O 
以liij 以後 O 
IllJい('j'-{氏い j'( 。
lミぃ似い O 

関係概念 大きい('i-一小さい j'( 。
liij 後ろ O O 
ト会 ド O O 
イi-k O O 
lトまるー到Jく O O 
，;売み以liijの校fjE O 
分類

丈i:trぬな
{反A
これは あれは

il-li[¥，) 念じJ、主>!i~ 構造
Iji数後数

51:. O 
HT川~'Îi外...、" 。
川!?iieのず'e)lf 。
聴覚運動の調不If O 

主II'f1:-JOs助のt淵千11 悦党 i's 
11-Tの，i!lU也 O 
千日の，;県!也 O 

動の調布l
!純 子の。課題 O 

~1 J'j1の
~!iJ、 '1i:， :èt0: と~~ダIJ O 
耽(1'1:による弁別 O 。

発注
悦'ji:，ic'tfJ 。
ボディーイメージ 。
II~" I線うと);:: 。
)jli'j 。

ラテラリ kれのiあ応 O 
ティー うとIf..j:fち O 

主11'11 辺助 11'1ιの移動 O 
1じ念よ、主. 

Jlli助
|呼l肢と11のコントロール 。 。
微市IllJos動 。

1eJ主
子パの動き O 
目、J-，iij腕の!lUJき O 
腕全体の動き O 
j'，の強ωへの以I，j:; 。 。 O 
敏iiliな!ぇ比;

卜吉
。 O 

)!sfr)e.した)え)必 。 O 
iji純な以U:，; 。 。 。
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附'II;:児教fiにおける山梨療法導入のIIJim'VIと}深見1i

ぷ2. “Learning Through Songs" ，:!¥lJiilIλl行と1'1¥i:i，fj動

l'I¥'l.iMi}) 

-・Learning百lroughSongs"のI課題内行 健康の1Jt~.H
心JIII.nドJな

環境の肥料 身体の動き
コミュニ

及、'~ ケ ション

jVil人的な十日述 O 

社会的l認知| 他の人の|削j主い O 

友だち O 

!t長↑IJI(li 悲しいできごと O 

1'1しよ概念
IliJ迷い O 

i'i'iL的なi'!しよ概念 。
"iJ "1"1 。
ilffVti ('j O 

ことはあそび 。
動 Ijl~の過去形 O 

1 ~'-，itf 
』 fhEの ~，.j紡

仰を~)I予

i:_.in 述日!?の致

ぷ矢IIlill
代名川

立;の梢築 。
，th'~の椛築 。

うr王ii
限定されたカァゴリ 。
大まかなカァゴリー O 

h!'i，~ 。
'M:l:);lIu故

k主~ .主(11;定 く〉

1111111 。
年齢 。

(2) 具体的な音楽活動と課題内容

Levinらによる“LearningThrough Music"および“LearningThrough Songs"にJ;Ui:され

た ('Î'~活動は， It'J¥I.活動jの内容を指導する Lでjド常に有)日な教材である。その安1*1としては，
1つ 1つの庁奈が短く，惚雑になっていないこと，繰り返しのあること，さらに，ひとり ゐ人

の1<.現に介わせて， l!IJ興的に'変化させることが可能で、ある点が挙げられる。これらの点は， (i--

楽療法で使川する {'i楽，特に fどもの領域で使)jjする青楽に求められることである。このよう

に， 音楽療法で使川されている青楽活動について，それぞれの活動に合まれるl課題内作が明確

に不されているならば， 1 j'j ¥'，:活動j内科の何を指導するのか， 11燃がIljj係になってくると忠
われる。そこで， "Learning Through Music"あるいは“Learning百lroughSongs"以外の ('j_楽

療法で使用されている教材山について，それぞれに設定されている {j+と終的動を l深!垣内谷との関

連から分析した。分析に使)11したl出は， P. NordoH C. Robbinsによる 1[-どものためのプレイ

ソングJ(全 17I1U) jj21 (去3，1<4)，および中野'11.化・二{足以制 1(i*療法のためのオリジナ
ル1111集 静かな森の大きな木jより t'i，'1.活動の内作に関わる活動の設定できる 121111jj:l1 (ぷ5，

J< 6)を選択した。
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衣3. “rどものためのプレイソング"教材と“Learning百lroughSongs..の課題内'if.

“fどものためのプレイソング"

“Learning Through Music"のI課題|λn予 1 1 2 314 516 718 9110 11 12 13 14 15 16 17 

加i.tの初1)Jj.< 
集介 • ゼロ

4 -10の数
数概念 必J!-Kある

， n-t~: 
1 -3の数

LH1士、J-I必

機俄的に数える • 1と1以上

1昏11，2森11，lrH麦

以liij 以後

111iし、r"i-jltぃ('1

i毛し、 似し、

関係概念 大きいれ一小さい('i • • liij 後ろ

L一卜

イiん:

l上まる動く • • "売み以!日Jの技能

j)-fj • jl反A
立:11;的な

これはーあれは
"会'2T7Ii1y品J也1、1 構造

lji数後数

比J

11HIL'功'"、" • • • • • • • • 11ffH 庁し、))苅AふF 'z s F • • • • • • • • • • 聴覚運動の調利|

11 子のu果足立
知党運動の訓干11 制'11:-)'f 

T-IIの，;果題
動の』湖相11

腕 子の，;県足立

聴覚心↑:taと配列
);11覚の

聴覚による弁明l • 発注
十見rftr;c↑位

知覚運動 ボディーイメージ

'Iじ念よ、主. l卜:"，線うとた
迷!Ii};

Jililj 
発注
ラテラリ kイlの協!ふ • • ティー |交山ち • • 
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防'iì~:児教育における ('î 楽療法導入の i可能t'l と，;県足立

体f，i:の移動

呼吸と11のコントロール • • 微紺|運動

子げの動き • • JjJ-liij腕の到Jき • • 腕全体の動き • • 自の強弱への)μι • • 主主iITiなJjJぶ

述続した!え応 • Ir純な以比; • 一」 」 ，-」 」

}(4. “fどものためのプレイソング"教材と“LearningThrough Songs" の課題内科

“Learning Through Songs" の課題|人l谷 112 :314 516 718 9110 11 12 13 14 15 16 17 

伽|人的な十11;主 • 社会的
他の人の間違い

認主"
友だち • • • • • !惑'1ぢ1M 悲しいできごと • r 1しよ IHJ速い

概念 rj-定的なi'Iしよ概念 • I，;J "1"1 • • Im-yJi (i- • • • • • • • • • • ことばあそび • 動日riJの過去形

出!

i i?の知制a
E会011f『z1 

後数)杉

f::1m 述17ifの j文

，i2~IJIM 
代{"，，:';J

文の構築

ぷ伎の構築 • • • • • • • • 限定されたカテコ守リー
分類 • 大まかなカテゴリー • h!:\~. 

ー般 J、主~ .主dl~ • • 知識 |曜日 • • 年齢
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1<.5. “I)p.かながと大きな本"教材と“LearningThrough Songs"のぷ題外Ji作

“Learning Through Music"の，i*題ドミn半 "1'IJtかな森と大きな本"

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

加j去の初止、

f.IS介

ゼロ

4 -10の数
数jj!A念 ぷl床ある

バI.ti
1 -3の数 • • • lMHれふ

機械的に数える • • 1と1以上

1許11.2需11. 以後 • • 以liij 以後

山し、 ('j-j氏し、山一 • • • i七し、 ~'，1 し、 • • 関係概念 大きいれ一小さし、 (r • • • • • • !日J 後ろ

1:-1、

イi-J，: 

11.まる一助く • • Idじみ以liijの技能

うHfi

fJXiE 
立:iHl甘な

これはーあれは
l hd 十品泣

tp.J.;'士一級事t

51:. 

J，!i後

日!?iiのず色yiz • • • 聴覚一運動の;湖干11 • 日子の，:*w • • • • • • 知'ii 述到JのI制干11 悦'ii 巡
動のl品j手11

F-IIの課題 • !純子のぷ:tll

聴'ji:rlじゃJ、と同dゲIJ • • 主lI'iio)
聴覚による弁別 • • • • • • • • • 1&述
十~L'iî 心'tXl

ト一一一一一
~lI'rt -!A動 ボディーイメージ • 1sJ主 IEIj'線うとた
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J<6. “静かな森と大きな~"教材と“LearningThrough Songs"のl深組内科

“Learning 'lbrough Songs"のl課題内科 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121 
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目立主11
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17df 
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代名川
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限定されたカテゴリー
分類

大まかなカテゴリー

h!長

平均立 k主~ .気候
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4.考察

障害をもっ人に士、jする音楽療法のアプローチの新しい概念として， transdisciplinaryというこ

とが汗われている(Boxhill1985)。これは，佃々人の問題への対処に，関連した各分野が協働

していくということである。 Boxhi1lは，障士一児教育の分野を transdisciplinaryアプローチとし

ての・つとして位置づけ， iT楽を使うことによって強化され，刺激される能力として， 1聴覚
能}Jと聴覚識別能力j1記憶，想起，保持j1色や事物に対する認識j1知的プロセスの刺激を

通しての理解力」を挙げている。これらは， 1 t'J立活動」の内容に不されている， 1状況の変化

への適切な対応j，11岳覚のirfjJJJ j， 1概念形成」といった内符につながるものである。本稿では，
これらの強化され刺激される能力を，課題内符として， 介'$活動の中に具体的に設定される可

能性について見てきた。ここでは，これらの謀題内容と「白。:活動」の内容について考察をす

る。

「白¥'，:活動Jの内谷は， 1健}"長の保持j，1心理的な安定j，1環境の把握j，1身体の動きj，1コ
ミュニケーション」の 5つである。これらと丘楽療法場面で使J1J;されている教材による音楽活

動に合まれる課題内各を照らしてみると，表3，4および表5，6にぶされるように「環境の把

挺j，1身体の動きj，1コミュニケーションjの基礎としての亘話に関することが多く合まれて
いることが分かる。心理的な安定の内容に対して i}楽を活用することは非常にイ守効であるが，

課題内容には，適応するものが少ない。稲!日 (2003)は， 1音を媒体とした非言語的なかかわり

を開始することができれば，クライエントは孤立感や欲求不満から少しずつ解き放たれていく。」

とし，そのための1!1l~.~によるの一楽的対話を章悦している。凶崎 (2004) も「音楽という媒体が

介入すれば感情を衣現する子段がスムーズになり，感情の両極性を体験しながらそのJjl腐をコ

ントロールする力が't=まれてくる υ」とし， Tどもの感情に寄り添うことのできる即興による
汗楽の治療的役割について論じている。 u'楽療法では，音楽を伺々の対象者に合わせて音楽活

動を設定し，即興的に??楽を展開していく O このことが，個々の状態に合った発散のJn去を提
供したり， 1tli] 々の表現に}，~;じて達成感をもたらしたり，満足感につながったりするのである。

心理的な安定のために(，，-.楽を活用するということは，活動に合まれる課題内谷というよりは，

それぞれの課題を解決するための活動として，どのような汗来をどのように民間していくのか，

という背楽の選択と展開Jj法に関わるものであると考えられる。

Levinは，“LearningThrough Music"“Learning Through Songs"の活動プログラムは， ff

f来的なトレーニングをあまり受けていない教師で、も実施が可能である，としている(Levin

1975)。しかし，それぞれの activityの展開は，rどもの動きに合わせること，rどもの表現に
比、じて f)"楽を変化させることなどJ-.述したような汗楽療法における技能を要求されている。

療法的な目的を達成するためには，即興的に白楽を展開できる， ti楽的なトレーニングを交け
た教師あるいはn-楽療法 1:による実施が望まれる。
学校現場で丘楽療法を実施してくためには，さらに解iたしなければならない問題がある。ま

ず，実施にあたって，学校内でのコンセンサスが伴にくいことである。これは， 1音楽療法」
という概念が，/'1:校現場で|づれこJlI!解されていないことに|刈ると忠われる υ このことに関して

は，1[ti]別の指導日|凶lの111で， 宇人ひとりの fどもたちの解決すべき課題に対する ('，-0楽の機能と，

期待される効米・についてゆjらかにぶしていくことでJlj!解を|刈っていくことが与えられる。また，

n-'J;lS教育と i'(楽療法会のLI的の違いといったことを明確にぶしていくことで，関わる教自J!i問で、共
通認識をもつようにすることも IJJ能となってくると忠われる。さらに， Il'] ¥'r:i丹動」と 11"i楽
科託業jとの関連を|文|り， ，"，'楽科授業の 11 1 で~t.Utの日的をもった活動を取り入れることにより，
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補完的な効果をねらっていくことも必要である。
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